
金
滞
古
蹟
志
巻
廿
三

は
天
王
八
年
也
。
三
月
九
日
と
あ
る
も
の
は
、
閤
三
月
九
日
と
書
く

ぺ
き
を
、
閏
の
宇
を
耽
溺
せ
し
か
。
叉
は
訟
も
ひ
誤
り
た
る
も
の
な

ら
ん
か
。
天
正
八
年
庚
辰
間
三
月
九
回
、
柴
悶
勝
家
信
長
公
の
命
に

依
っ
て
加
賀
一
授
を
征
伐
し
、
先
陣
佐
久
間
玄
蒋
尾
山
城
を
取
巻
き

攻
立
つ
。
楯
錨
り
居
た
る
一
撲
の
魁
首
悉
く
討
死
し
‘
本
源
寺
の
坊

主
共
降
伏
し
て
落
城
す
る
よ
し
、

E
細
に
三
州
志
健
凝
飴
考
に
戦
せ

た
り
。
此
の
時
石
浦
山
王
の
位
地
は
、
今
云
ふ
長
町
三
番
丁
入
口
な

り
。
敵
御
堂
を
焼
梯
ふ
と
い
へ
る
は
、
邸
ち
佐
久
聞
が
震
に
焼
か

れ
た
る
も
の
也
。
さ
れ
ば
堤
町
三
筒
屋
辻
の
遜
を
古
職
場
と
い
へ
る

は
.
天
正
八
年
間
三
月
尾
山
城
攻
の
時
の
古
戦
場
た
る
事
い
ち
じ
る

し
。
三
州
志
等
の
本
書
に
鎌
っ
て
知
る
べ
し
。

o
=
一
箇
屋
丸
兵
衛
侮

金
滞
家
柄
町
人
の
一
人
な
り
。
家
停
の
記
に
云
ふ
。
一
冗
組
は
木
下
九

兵
衛
と
稽
し
、
越
前
園
北
庄
に
居
住
せ
し
郷
土
な
り
。
大
納
言
利
家

卿
府
中
御
在
城
の
頃
、
御
懇
に
被
v
遊
に
付
、
金
襟
へ
御
入
城
の
頃
召

寄
せ
ら
れ
‘
金
部
御
堤
の
越
山
崎
町
の
角
屋
敷
を
賜
は
り
、
町
人
と

成
り
三
箇
屋
九
兵
衛
と
稀
す
。
二
代
丸
郎
兵
衛
ま
で
此
の
地
に
居
住

す
。
共
の
頃
は
七
十
閑
御
門
御
締
の
節
は
‘
九
郎
兵
衛
住
宅
に
仮
番

二
番
替
組

貸
番
中
町
鶴
や
市
郎
右
衛
門
、
二
番
材
木
町
石
浦
や
伊
兵
街
、
三
番
竪

町
今
市
屋
仁
兵
衛
、
四
番
袋
町
楽
屋
太
兵
衛
.
五
番
堤
町
玉
鉾
や
孫
兵

衛
、
六
番
新
町
金
屋
次
兵
街
、
七
番
南
町
中
屋
暮
布
街
門
、
八
帯
今

町
金
屋
太
郎
右
衛
門
、
九
番
今
町
踊
久
や
次
郎
右
衛
門
、
十
帯
南
町

紙
屋
七
郎
右
衛
門
。

寛
文
元
年
六
月
廿
九
日
阿
部
盟
後
守
殿
上
使
に
而
御
限
被
v
進
、
七
月

八
日
江
戸
御
殻
駕
1

十
九
日
御
入
披
被
遊
。
廿
五
日
御
砲
人
持
頭
衆

等
、
廿
六
日
御
融
御
馬
廻
等
、
廿
七
日
御
純
寺
枇
方
興
力
町
人
也
。

町
人
御
繊
之
次
第
。

町
年
寄
。
三
筒
屋
九
郎
兵
衛
・
問
弁
屋
市
郎
兵
衛
・
津
幡
や
興
三
右
衛

門
・
中
屋
彦
右
衛
門
・
香
林
坊
菩
兵
衛
・
正
阿
摘
次
郎
右
衛
門
・

紙
展
奥
兵
衛
・
菊
屋
彦
左
衛
門
・
高
岡
屋
太
郎
有
街
門
。

銀
座
。
越
前
屋
孫
兵
衛
・
態
燭
や
彦
四
郎
・
紙
屋
武
兵
衛
。

次
に
溜
野
や
次
郎
兵
衛
・
平
野
や
牟
助
・
越
前
屋
喜
右
衛
門
・
緬
甲
屋

奥
助
・
飾
屋
右
近
・
春
闘
太
右
衛
門
・
菓
子
屋
吉
蹴
・
豆
腐
や
太

右
衛
門
・
町
中
惣
名
代
南
町
肝
煎
新
右
衛
門
。

右
御
磁
銭
五
十
疋
宛
。

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
三

二
八

所
を
建

τら
れ
た
り
。
然
る
に
寛
永
十
二
年
火
災
の
後
、
町
地
の
移

輔
を
命
ぜ
ら
れ
し
頃
御
城
へ
召
出
さ
れ
、
町
割
の
御
給
固
御
見
付
・
被
v

成
.
屋
敷
地
整
み
の
ク
所
に
て
下
さ
る
べ
き
皆
仰
出
さ
れ
、
則
ち
甚

右
街
門
坂
の
下
、
・
上
堤
町
御
門
廷
の
角
屋
敷
を
乞
ひ
願
ひ
上
る
底
、

家
柄
の
者
と
て
、
最
前
の
邸
地
の
通
り
、
二
十
問
凶
商
拝
領
仰
付
け

ら
る
。
と
あ
り
。
又
三
筒
屋
の
家
記
に
云
ふ
。
鹿
安
四
年
金
津
惣
町

年
寄
役
可
ν
被
=
仰
付
-
皆
被
=
仰
出
一
町
中
に
而
所
久
敷
町
人
御
撰
歩

成
、
二
十
人
年
寄
頭
被
a
仰
付
一
間
取
に
相
成
、
共
内
十
人
は
嘗
時
年

寄
頭
.
今
十
人
は
二
番
代
り
に
相
定
。
二
人
宛
畳
呑
よ
り
五
番
ま
で

組
合
せ
相
勤
め
、
営
時
勘
之
内
、
死
去
人
又
は
病
無
等
有
v
之
御
断
申

上
候
閥
、
・
二
番
代
り
の
内
よ
り
段
々
相
勘
申
極
り
に
相
定
、
辛
卯
丸

月
廿
三
日
よ
り
年
寄
頭
初
而
被
昌
仰
付
吋
惣
町
中
年
寄
頭
之
島
品
。

材
木
町
阿
井
屋
市
兵
衛
堤
町
袈
屋
宗
兵
衛

笠

番

二

番

尾
張
町
森
下
や
八
左
衛
門
同
町
三
筒
屋
九
郎
兵
衛

今
町
出
雲
や
喜
右
衛
門
安
江
町
浅
野
や
次
郎
右
衛
門

三

番

四

番

材
木
町
紙
屋
六
右
衛
門
尾
張
町
津
幡
や
奥
三
布
街
門

河
原
町
笹
屋
十
兵
衛

五
番
同
町
蒔
給
や
文
右
衛
門

閏
八
月
十
八
日
十
丸
田
御
能
被
a
仰
付
↓

時
服
五
つ
宛
御
人
持
衆
。
同
=
一
つ
宛
御
組
頭
衆
・
御
物
頭
衆
。

銀
子
千
枚
御
家
中
平
士
衆
。
米
五
斗
宛
御
徒
衆
。

銀
子
千
枚
金
揮
惣
町
中
b
.
但
家
一
府
民
銀
拾
匁
宛
之
由
。

以
上

三
筒
屋
は
金
棒
書
林
の
鼻
血
に
て
、
後
々
ま
で
も
堤
町
に
書
邸
多
く

居
た
る
も
、
三
筒
屋
の
居
た
る
故
也
と
云
停
へ
た
り
。
葛
巻
昌
興
由

紀
に
‘
久
し
く
飽
居
の
頃
‘
害
時
時
三
筒
屋
と
い
ふ
者
.
儒
仙
・
武
仙
と

題
せ
し
こ
映
を
携
へ
て
腐
り
け
れ
ば
、
短
冊
に
一
首
を
題
し
て
腐
り

ぬ。
唐
土
の
か
し
と
き
道
は
い
ま
も
み
つ

あ
は
れ
ゐ
よ
ば
ぬ
世
を
や
歎
か
ん

議
版
書
回
線
潟

一
、
伊
勢
京
大
和
廻
り
高
野
和
歌
浦
須
勝
明
石
播
州
名
所
遊
間

一
、
北
陸
道
江
戸
道
中
間
て
金
棒
よ
り
中
仙
道
東
梯
道
間

一
、
茶
之
湯
奥
義
紗
一
、
居
家
要
言
掛
物

一

、

紅

葉

賀

御

手

本

て

蛍

用

御

手

本

一

、

筆

の

海

女

手

本

一

、

袖

中

暦
ニ
丸




